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11 ９

衆院選での一票が左右
消費増税の行方と「損税」～冨本経税部長に聞く

国
内
消
費
促
す
税
制「
改
革
」

各
党
の
政
策
見
極
め
選
択
を

（
１
面
の
つ
づ
き
）

　

協
会
は
、
過
去
の
消
費
増

税
が
景
気
悪
化
や
税
収
低
迷

を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
消
費
増
税
で
は
な
い

税
制
の
抜
本
改
革
を
求
め
て

い
る
。
歴
代
政
権
は
大
企
業

・
大
資
産
家
だ
け
を
過
度
に

厚
遇
す
る
税
制
「
改
革
」
を

続
け
て
き
た
が
、
景
気
は
停

滞
し
た
ま
ま
だ
。
応
分
の
負

担
を
求
め
て
富
の
偏
在
を
是

正
し
、
国
内
の
消
費
を
促
す

こ
と
が
世
界
的
な
流
れ
に
な

っ
て
い
る
。

　

大
阪
府
保
険
医
協
同
組
合

主
催
の
第
35
回
保
険
医
ま
つ

り
が
10
月
６
～
７
日
、
マ
イ

ド
ー
ム
お
お
さ
か
（
大
阪
市

中
央
区
）
で
開
か
れ
、
２
日

間
で
組
合
員
や
家
族
ら
２
３

０
０
人
が
詰
め
か
け
た
。
医

科
・
歯
科
材
料
の
特
売
コ
ー

ナ
ー
や
、
日
本
酒
・
ワ
イ
ン

な
ど
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
が
人

気
で
、
参
加
者
は
特
売
品
の

品
定
め
や
銘
酒
の
飲
み
比
べ

を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

今
年
は
、
名
称
を
「
協
同

組
合
ま
つ
り
」
か
ら
「
保
険

医
ま
つ
り
」
に
改
め
、
医
院

の
ス
タ
ッ
フ
が
登
場
す
る
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
「
ブ

ラ
イ
ダ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
」
を
企
画
。
舞
台
上
の

モ
デ
ル
姿
に
視
線
が
注
が
れ

た
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
テ
レ
ビ
で
活
躍
す
る

「
収
納
王
子
」
こ
と
コ
ジ
マ

ジ
ッ
ク
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
注
目
を
集
め
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
大
阪
市
東
部
・
北
部
地

区
が
合
同
で
、
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
池
崎
晴
美
氏
を

講
師
に
「
心
を
ギ
ュ
ッ
と
つ

か
む
話
し
方
」
を
開
い
た
。

　

法
人
税
減
税
は
雇
用
の
創

出
や
勤
労
世
帯
の
所
得
増
加

に
役
立
っ
て
い
な
い
ば
か
り

か
、
２
６
６
兆
円
の
莫
大
な

内
部
留
保
に
化
け
て
い
る
。

税
率
を
以
前
の
水
準
に
戻
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
所

　

消
費
増
税
の
実
施
は
正
式

に
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
消
費
増
税
法
に
は
「
景

気
条
項
」
と
呼
ば
れ
る
付
則

が
あ
り
、
２
０
１
４
年
の
税

率
引
き
上
げ
の
条
件
と
し
て

「
経
済
成
長
率
で
名
目
３

％
、
実
質
２
％
を
目
指
す
」

と
し
て
い
る
。
増
税
の
是
非

は
、
衆
院
選
後
の
政
権
が
最

終
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

消
費
増
税
法
に
賛
成
し
た

民
主
・
自
民
・
公
明
３
党

は
、
即
時
引
き
上
げ
の
立
場

だ
。
維
新
の
会
も
、
代
表
を

務
め
る
橋
下
徹
氏
が
「
決
ま

っ
た
こ
と
は
受
け
入
れ
る
」

と
発
言
し
て
い
る
通
り
、
消

費
増
税
を
認
め
て
い
る
。
み

ん
な
の
党
は
「
増
税
前
に
や

る
べ
き
こ
と
が
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
増
税
は
否
定

し
て
お
ら
ず
、
先
か
後
か
の

違
い
で
し
か
な
い
。
国
民
の

生
活
が
第
一
は
、
消
費
増
税

　

北
大
阪
地
区
は
福
原
稔
氏

（
吹
田
市
開
業
）
を
話
題
提

供
者
に
「
ス
タ
ッ
フ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
持
論
を
見
つ
け
よ

う
」
と
ス
タ
ッ
フ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
関
す
る
交
流
会
を
９

月
30
日
、
千
里
中
央
朝
日
阪

急
ビ
ル
で
開
い
た
。
６
月
に

北
大
阪
地
区
会
員
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
「
ス

タ
ッ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の

結
果
に
つ
い
て
も
報
告
し

た
。

　

福
原
氏
は
ス
タ
ッ
フ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
院
長
の
行
動
特

性
を
み
る
う
え
で
、
小
規
模

診
療
所
（
ス
タ
ッ
フ
３
人
ま

で
）、
中
規
模
診
療
所
（
４

～
５
人
）
大
規
模
診
療
所

（
６
人
以
上
）
に
分
類
し
た
。

　

小
規
模
診
療
所
は
、
家
族

的
経
営
で
院
長
の
個
人
プ
レ

ー
が
反
映
し
て
お
り
、「
温

情
」
型
も
し
く
は
「
成
り
行

き
」
型
が
多
い
の
が
特
徴
。

院
長
は
ス
タ
ッ
フ
に
厳
し
く

対
応
で
き
ず
、
ど
の
よ
う
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
て
よ
い

の
か
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が

多
い
。

　

中
規
模
診
療
所
は
、
院
長

が
ス
タ
ッ
フ
と
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
重
要
視
し
、
ス
タ
ッ

フ
の
成
長
や
目
標
を
設
け
て

プ
ロ
セ
ス
を
支
援
し
な
が

ら
、
何
ら
か
の
形
で
評
価
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
や
る

気
を
お
こ
さ
せ
て
い
る
。

　

大
規
模
診
療
所
は
、
中
規

模
診
療
所
に
く
わ
え
ス
タ
ッ

　

三
島
地
区
は
茨
木
市
長
が

提
案
し
て
い
る
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
執
行
方
針
に
対
し
、

「『
住
民
福
祉
の
増
進
』
を

基
調
に
据
え
た
責
任
あ
る
行

政
運
営
を
求
め
る
」
と
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
９
月

21
日
、
同
市
に
提
出
し
た
。

　

社
会
保
障
分
野
で
は
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
や
健
診
制

度
の
拡
充
な
ど
を
要
望
。
大

規
模
開
発
に
つ
い
て
は
、「
住

民
参
画
の
協
議
の
下
で
慎
重

に
検
討
す
べ
き
」
と
し
た
。

60
代
の
女
性
が
要
注
意
）
が

多
く
、不
幸
に
し
て
ク
レ
ー
ム

が
起
き
た
と
き
は「
人
を
変
え

る（
年
長
者
に
）」「
場
所
を
変

え
る
（
ほ
か
の
患
者
を
ク
レ

ー
マ
ー
に
し
な
い
た
め
に
）」

か
ら
信
頼
さ
れ
る
存
在
に
な

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
は
時
代
背
景
か
ら
か

「
自
己
中
心
的
で
わ
が
ま
ま

な
」患
者（
30
～
40
代
男
性
、

　

臨
床
学
術
部
は
、
水
原
道

子
氏
（
大
手
前
女
子
短
期
大

学
准
教
授
）
を
講
師
に
ス
タ

ッ
フ
対
象
の
患
者
接
遇
セ
ミ

ナ
ー
を
９
月
23
日
、
Ｍ
＆
Ｄ

ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
医
院
の

受
付
担
当
者
を
中
心
に
80
人

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

水
原
氏
は
、
病
院
勤
務
の

経
験
も
あ
り
患
者
へ
の
対
応

に
も
知
識
が
豊
富
で
、
そ
の

経
験
か
ら
、
医
療
業
界
の
接

遇
は
ホ
テ
ル
の
接
遇
と
は
少

し
違
う
と
述
べ
、
地
域
性
が

あ
り
、
言
葉
遣
い
な
ど
も
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
で
は
な
く
、

人
や
地
域
に
適
応
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し

た
。
ま
た
、
優
し
さ
・
明
る

さ
・
謙
虚
さ
を
備
え
、
患
者

フ
の
価
値
を
認
め
協
働
作
業

を
す
る
「
チ
ー
ム
プ
レ
ー
」

型
に
な
っ
て
い
る
。

　

交
流
会
で
は
各
医
院
で
困

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
た
。「
急
に
ス
タ

ッ
フ
が
休
ん
で
困
っ
た
」

「
ス
タ
ッ
フ
が
突
然
辞
め
て

し
ま
っ
た
」「
ス
タ
ッ
フ
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

う
ま
く
と
れ
な
い
」
な
ど
、

ど
こ
の
医
院
で
も
直
面
し
て

い
る
課
題
が
多
か
っ
た
。
理

念
を
持
っ
て
ス
タ
ッ
フ
と
話

し
合
い
、
育
て
て
任
せ
る
の

も
院
長
の
大
切
な
仕
事
な
の

だ
と
思
っ
た
。

�

（
吹
田
市
・
糠
谷
吉
秀
）

「
時
間
を
お
く（
対
応
を
検
討

す
る
た
め
）」の
三
つ
が
重
要

で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

患
者
、
受
付
役
に
分
か
れ

て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行

う
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
で
の
講
習

会
で
あ
っ
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
今
日
の
セ
ミ
ナ
ー
を
活

か
し
て
明
日
か
ら
心
の
こ
も

っ
た
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
き

た
い
」「
ほ
か
の
参
加
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

っ
て
楽
し
く
過
ご
せ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

�

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

得
が
１
億
円
を
超
え
れ
ば
所

得
税
負
担
率
が
減
少
す
る
歪

ん
だ
累
進
課
税
の
是
正
も
不

可
欠
で
あ
る
。
欧
米
に
比
べ

て
負
担
が
軽
い
証
券
優
遇
税

制
は
即
時
中
止
す
べ
き
だ
。

所
得
の
再
分
配
を
通
じ
て
内

需
を
喚
起
す
る
税
制
構
造
へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。

の
廃
止
を
掲
げ
る
が
、
無
駄

遣
い
の
是
正
し
か
示
し
て
い

な
い
。
共
産
・
社
民
両
党

は
、
そ
れ
ぞ
れ
消
費
増
税
に

頼
ら
な
い
税
制
を
提
案
し
て

い
る
。

　

増
税
を
実
施
す
る
か
ど
う

か
は
、
衆
院
選
で
の
私
た
ち

の
一
票
が
握
っ
て
い
る
。
各

党
・
各
候
補
者
の
政
策
や
主

張
を
慎
重
に
見
極
め
、
民
意

を
反
映
し
て
い
き
た
い
。

消費増税をめぐる各党の態度
民　主 14年に８％、15年に10％に引き上げ
自　民 14年に８％、15年に10％に引き上げ
公　明 14年に８％、15年に10％に引き上げ

維　新 消費増税法に「決まったことは受け入れる」（橋下徹代表）

みんな
「増税の前にやるべきことがある」が、
「将来的な増税を一切認めないという立
場は取らない」

生　活
第　一

「消費税増税は廃止」。無駄遣いの是正
で財源確保

共　産 大企業などに応分の負担を求め、消費税に頼らない税制を提案
社　民 消費増税に反対し、不公平税制をただす

各党のマニフェストや政策などから作成

保険医まつり

臨床学術部

北大阪地区

三島地区

特
売
会
や
参
加
型
企
画
が
好
評

苦
情
対
応
は
人・場
所・時
間

理
念
と
話
し
合
い
が
重
要市

長
方
針
に
意
見
提
出

２
３
０
０
人
で
に
ぎ
わ
う

患
者
接
遇
セ
ミ
ナ
ー
開
く

ス
タ
ッ
フ
管
理
で
交
流

医
療
助
成
拡
充
求
め
る

歯科の特売コーナーで品定めする参加者
＝10月６日、マイドームおおさか　　　
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